
第６０号 
10700部発行 

月刊武松 ６７,１５６円 
１２月の支出（図書、備品、慶弔、飲食は除く) 

情報公開の第一歩 政治資金を見えるようにします。 

市政を考える 

       たけまつ    ただし 

頒布責任者： 武松 忠 
武松政策研究会 

 

印刷代（月刊武松印刷代）               １１,３８４円 

交通費（駐車場、燃料代、高速代）  ６,１３６円 

会場費差額               ４００円 

通信費（携帯電話、郵送代）      ４９,２３６円   
支出計 04/12/1～05/1/5                       ６７,１５６円 

寄付 匿名３名、ﾐﾔｻﾞｷさん、Ｋさん １６,０００円 

小田原駅横に小田原駅横に110000mm超ビル超ビル!!??  
お城通り再開発事業！ 

月刊武松 第６０号  武松政策研究会 討議資料 

発行日  

０５/１/６ 

図２ 施設建築計画 地上３０階地下１階 延床面積約４.９万㎡ 図１ イメージ図 

スカイレストラン 

 

ホテル 約250室 

 

 

 

都市型賃貸住宅 約200戸 

 

 

オフィス 約6,000㎡ 

 

コンベンション等 約5,000㎡ 

 

  都市型商業 約2,000㎡ 

 

    地下駐車場  

■再開発計画発表 

 小田原駅東口お城通り地区（東口臨時駐車場周辺

の土地、約1.2ha）の再開発事業について、地権者

で構成する「小田原駅東口お城通り地区再開発準備

組合」が、基本計画に合意したため再開発計画を発

表しました。 

 再開発ビルは、人的交流の場としてのホテル、産

業振興や文化交流の場としてのコンベンション（会

議場）など、さまざまな用途を組み合わせた、地下

1階、地上30階の複合ビルとなる予定です。 

尚、お城側の約半分の土地は林間駐車場とします。 

 

■総事業費１２９億円！（市が７億円） 
 現在の計画では、総事業費129億円。101億円を

フロアの売却収入で賄い、28億円は国・県・市の補

助金を活用する計画です。 

 

■２００７年の完成を目指す！ 

 市が民間地権者と協力し、業務代行者である村井

敬合同設計がホテルや賃貸住宅、コンベンションな

どを誘致し、２００７年度の完成を目指していま

す。 

 

■優良建築物等整備事業よる再開発事業 

 従来の組合施行による市街地再開発事業は、都市

計画決定をし、土地を全て取得し、土地を建物に権

利変換する手法でした。 

 しかし、今回の事業は、定期借地権方式で優良建

築物等整備事業という手法を用い、土地を土地に、

建物を建物に権利変換します。 

 従来の市街地再開発事業では、都市計画の事前協

議から都市計画決定まで約２年、その後組合設立認

可まで１年程、組合設立から権利変換認可まで１年

など手続きだけで４年程度     →裏面に続く
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  武松政策研究会 月例勉強会のお知らせ 

  １月の勉強会は都合により中止致します。次回は 

  日 時：2/1９（土）18時～20時  場 所：未定 

  テーマ：「未定」   

  参加費：100円 終了後、実費で懇親会を行いますので参加よろしくお願いし  

      ます。  

         

 ホームページでは、日刊武松（日記）や、月刊武松のバックナンバー、一般質問の会議録も見ることが

できます。YAHOO!で「武松忠」または、「たけまつただし」と入力すると検索できます。 
 URL http://www6.airnet.ne.jp/takematu/   i-mode http://www6.airnet.ne.jp/takematu/i.htm 

 

 寄付は、ジャパンネットバンク 本店 普通口座 ７９４１３７７ タケマツタダシ  

     さがみ信用金庫 ﾀﾞｲﾅｼﾃｨｲｰｽﾄ出張所 普通口座 ００５１２２８ 武松政策研究会 武松忠 まで 

月刊武松は本人とﾎﾞﾗﾝﾃｨｱが配布しているため、行き届かないところがありますが、読み終わりました

ら知合いの方にお渡しいただけると幸いです。また、ｅメールでも送付していますので連絡下さい。 

 初雪の後の素晴らしい初日の出が、小田原の

2005年の発展を期待させるものでした。 

 小田原駅周辺では、お城通り再開発事業の発表と

国際医療福祉大学の進出など、明るい話題がありま

した。 

 しかし、自分が小田原駅周辺に行くのは、勉強会

後の懇親会で月１回程度になってしまいました。中

心市街地に住まわれている方からは、小田原駅から

直接、川東商業地区に行くバス路線の要望なども伺

いました。西口広場が整備され、工事中の東口広場

や駅ビルを見ると、多少の期待感はあるものの、駅

ビルができたとしても、誘客には力不足です。 

 また、川東地区のシティーモールクレッセが増床

される予定で、商業については、東高西低状態は変

わりそうもありません。 

 来年度予算の見通しも大変厳しいとも聞いていま

す。ですから、何が何でも、お城通り地区再開発事

業を成功させ、駅周辺へのオフィス進出、出店や他

の再開発事業のきっかけとしなければなりません。 

 2005年は、明日の小田原を決定付ける事業の芽

を育む重要な時期だと思います。 

次の世代に働く場を！  
 新幹線の停まる駅として恥ずかしくない駅周辺に

なって欲しいと感じた年頭でした。 

2005年頭所感!? 

かかってしまいます。また、権利変換日には土地の

明け渡し請求や保証の支払いをしなければなりませ

んでした。 

 土地は、約８割を市が取得済みとなっていますが

市土地開発公社も含むため、市が土地開発公社に土

地代を支払わなければなりませんでした。 

 今回の手法では、都市計画決定や、土地を取得す

る必要が無くなり、時間と事業費を節約することが

できます。しかし、任意の事業であるため、権利者

の全員合意が必要となります。 

 

■今までの経緯 

 2001 年 当 時 の 事 業 計 画 で

は、敷地面積の全面に低層の建

築物と、駅側半分に100ｍ超の

高層ビルになっていました。 

 現 在 の 計 画 は、図 ３ の よ う

に、敷地の駅側半分に建築物を

集中させる形態に変更されまし

た。 

 

■建物の高さについて議会でも討論 

 海抜約70mの天守閣より高い高層ビルについて

既に議会でも討論されていますが、妥協により中途

半端な高さにならなければと心配しています。 

 私は、高度利用かつ建設費も抑えることのできる

この基本計画に賛成します。 

 鉄製品の高騰や中国経済の伸びが2008年までと

も言われているので、事業化できる最後のチャンス

だと思います。 

図３ 計画案平面図 
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